
こころのケアのシンポジウム

　山形から世界について考える「国際理解
実践フォーラム」が開催される。七つのテー
マの分科会を通じて、多文化共生や国際
協力への理解を深めることはもちろん、参
加者同士が意見交換や情報共有を通して
交流し、国際交流・協力に関わる人々の輪
を広げることができる。分科会のテーマは、
国際理解教育、青年海外協力隊、難民問
題などさまざま。すでに国際交流・協力に携
わっている人もそうでない人も、興味・関心
があれば誰でも楽しめるイベントだ。
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Ｃ
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迎
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世
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アフリカビジネスの可能性
　アフリカでのビジネスに関心のある企業を
対象としたセミナー「アフリカビジネスセミナー
in大分」が開かれる。アフリカのビジネス環
境の説明や、実際に事業を進めている企業
などの事例紹介などを通じて、アフリカでの
事業展開についての情報を提供する。当日
は、カメルーンから来日している企業も参加
予定。現地の生の声を聞くことができる。

11月14日
沖縄発の国際協力・
交流フェスティバル

　JICA沖縄では国際協力・交流への理解と参加促進を目的
に「おきなわ国際協力・交流フェスティバル2018」を今年も
開催。県内35の自治体、企業、NPO団体等による活動紹介
やワークショップのほか、世界各国の研修員との交流やステー
ジイベント、エスニック料理の屋台の出店など沖縄の多国籍、
チャンプルー文化が感じられる2日間。

11月23日・24日

11月25日

JICAイベントカレンダー

◦アフリカビジネスセミナー in大分
日時： 2018年11月14日（水）10:00～12:30
会場： 大分銀行宗麟館 5階 大ホール
 大分県大分市東大道1-9-1
申し込み期限：
2018年11月9日（金）まで、
参加費無料、要事前申し込み、
先着80名。申し込み、問い合わせ
は、JICA九州のウェブサイトから。

◦おきなわ国際協力・交流フェスティバル2018
日時： 11月23日（金・祝）10:00～17:00、24日（土）10:00～16:00
会場： JICA沖縄／沖縄県浦添市字前田1143-1
参加費無料、事前申し込み不要。
問い合わせ ： ［担当］遊

ゆ

佐
さ

、喜
き

納
な

電話： 098-876-6000　FAX ： 098-876-6014
詳しくは「JICA沖縄 フェス」で検索、もしくはQR
コードから。

◦体験！ 実践！ 国際理解実践フォーラム 2018
   ～山形から世界を見てみよう！ ～
日時： 2018年11月25日（日）10:00～16:00 
会場： 霞城セントラル内4会場
 山形県山形市城南町1-1-1 
申し込み期限： 2018年11月20日（火）まで。
参加費無料、要事前申し込み。

申し込みは
こちらから

11月17日
「今、災害支援の現場で求められているもの　─子ども
のこころのケア─」は、緊急状況下での子どもへの接し
方についてのシンポジウム。災害支援の第一線で活躍し
ている専門家などの基調講演やパネルディスカッションを
通じて、子どものこころのケアの重要性や、平時の備えに
ついて考える。主催のセーブ・ザ・チルドレン・ジャパンは、
被災した子どもたちが安心・安全に過ごすための空間「こ
どもひろば」を設置するなどの活動を展開している。

◦今、災害支援の現場で求められているもの 
－子どものこころのケア－
日時：2018年11月17日（土）14:00～16:30（受付 13:30）
会場：JICA地球ひろば 国際会議場 （JICA市ヶ谷ビル内）
 東京都新宿区市谷本村町10-5
参加費無料、要事前申し込み、先着100名、
定員に達し次第締め切り。

申し込みは
こちらから

地球ひろばでは「人間の安全保障展」も開催中
　地球ひろばでは、途上国の貧困、
保健医療、紛争、教育、水の問題な
どを取り上げた基本展示を開催中。
「人間の安全保障」は、すべての人
が安心して生きることができ、さらにそ
の生活が人間らしいものであることを
目指す概念。工夫がこらされた展示物
を「見て」「聞いて」「さわって」体験
しながら、世界が抱える問題について

理解が深められるしかけになっている。
「人間の安全保障」の実現に尽力し
た、緒方貞子さんの展示コーナーも設
けられている。

◦人間の安全保障展
会期：2019年1月18日（金）まで
会館時間：10:00～20:00
（土・日曜、祝日は18:00まで）
入館無料、事前申し込み不要。

あわせて 

こちらも!!

JICA九州JICA沖縄

JICA東北

地球ひろば（東京）

山形から世界を見る！
国際理解実践フォーラム

西日本豪雨 緊急支援における『こどもひろば』。
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